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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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滑
り
台
の
下
、
大
木
の
根
元

な
ど
雨
水
が
集
る
と
こ
ろ
に

ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
が
で
き

や
す
い
と
聞
い
て
い
た
が
、

そ
の
日
の
測
定
で
も
そ
の
傾

向
は
現
れ
て
い
た
▼
「
何
し

て
い
る
の
ー
」
と
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
ら
が
か
け
寄
っ
て

く
る
。
若
い
マ
マ
は
「
戸
外

で
の
遊
び
、
食
材
が
不
安
で

す
」。
年
配
者
は「
俺
達
は
い

い
ん
だ
、
子
ど
も
た
ち
が
心

配
な
ん
だ
よ
」
と
口
々
に
言

う
。
ま
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
測
定
し
て
い
る
ん
で
す

か
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

と
感
謝
さ
れ
た
り
▼
誰
も
が

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
案
じ

る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
色
々

な
体
験
を
積
ん
で
欲
し
い

が
、
こ
の
先
、
放
射
線
量
測

定
な
ど
の
経
験
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
大

人
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。

　

月
初
旬
、

11町
内
の
放
射

線
量
測
定
の

一
行
に
加

わ
っ
た
。
公

園
の
砂
場
、

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

左
側
の
黒
二
子
を
犠
牲
に
し

て
二
眼
を
作
り
ま
す
」。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

性悪説の管理強化やめよ
協
議
会　

マ
ス
キ
ン
グ
・
イ

ニ
シ
ャ
ル
化
に
つ
い
て
、

「
ま
だ
ま
だ
問
題
の
重
要
性

が
職
員
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
」
と
の
前
回
の
回
答

を
撤
回
せ
よ
。
職
場
を
信
用

し
な
い
上
意
下
達
だ
。

長
官　

紛
失
時
の
影
響
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
施
策
で

あ
り
回
答
は
撤
回
し
な
い
。

協
議
会　

当
局
の
管
理
強
化

策
の
本
質
は
、
①
庁
主
導
の

「
検
証
な
き
場
当
た
り
・
思
い

　

全
国
税
・
全
税
支
部
協
議
会
は　

月
２
日
、
今
年
度
第
２
回
目
の
長
官
団
交
を
行

12

い
ま
し
た
。
団
交
で
は
、
①
管
理
強
化
策
、
②
確
定
申
告
期
、
③
内
部
事
務
一
元

化
、
④
東
日
本
大
震
災
、
⑤
公
正
で
明
朗
な
人
事
、
⑥
組
合
差
別
、
７
賃
下
げ
法
案

へ
の
対
応
等
を
中
心
議
題
と
し
ま
し
た
。
団
交
に
は
、
増
山
代
表
委
員
を
は
じ
め

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

25

協
議
会　

４
級
か
ら
６
級
の

級
別
定
数
が
１
万
人
を
超
え

る
な
か
、
中
高
年
人
事
が
停

滞
し
て
い
る
。
当
局
は
ど
ん

な
努
力
を
し
て
き
た
の
か
。

長
官　

級
別
定
数
全
体
的
に

は
厳
し
く
、
充
分
で
は
な
い

が
毎
年
の
査
定
で
は
一
定
の

相
談
官
等
ポ
ス
ト
増
や
せ

　
 
女
性
登
用 　

月
中
に
数
値
目
標

12つ
き
施
策
」
で
あ
り
、
②
紛

失
を
含
む
、
事
件
・
事
故
を

起
こ
す
こ
と
を
前
提
と
し
た

「
性
悪
説
」
に
立
っ
て
お
り
、

③
職
員
を
守
ら
ず
に
、
現

場
・
職
場
に
責
任
を
押
し
付

け
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
管

理
強
化
策
自
体
を
見
直
せ
。

長
官　

時
間
を
か
け
て
検
討

し
た
も
の
で
、
職
員
を
信
用

し
て
い
な
い
わ
け
で
も
性
悪

説
で
も
、
独
裁
で
も
な
い
。

マ
ス
キ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ャ
ル

化
に
つ
い
て
は
年
明
け
に
各

局
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
本

事
務
年
度
内
に
検
討
す
る
。

協
議
会　

検
証
に
１
年
も
か

か
る
の
か
。

協
議
会　

ど
う
し
て
紛
失
し

た
の
か
分
析
し
た
か
。

総
務
課
長　

様
々
な
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

協
議
会　

０
・
１
％
の
た
め

に
、　

・
９
％
の
職
員
が
や

99

ら
さ
れ
て
い
る
。
職
場
に
全

く
情
報
を
伝
え
て
い
な
い
か

ら
こ
そ
、
上
意
下
達
だ
と

言
っ
て
い
る
。

長
官　

上
意
下
達
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
確
か
に
、
紛
失

は
比
率
は
高
く
な
く
、
ご
く

ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
が
、
そ
れ

で
も
あ
る
。

協
議
会　

庁
が
「
飲
酒
に
よ

る
事
故
が
多
い
」と
言
え
ば
、

局
が
「
二
次
会
禁
止
」
と
言

い
、
署
で
は
「　

時
以
降
の

19

お
か
わ
り
禁
止
」
と
ま
で
言

う
。
そ
う
い
う
状
況
を
分

か
っ
て
い
な
い
。

長
官 
紛
失
は
わ
ず
か

総
務
課
長　

１
年
か
か
る
わ

け
で
は
な
い
。
事
務
運
営
指

針
の
改
定
も
あ
り
文
章
に
あ

る
程
度
の
時
間
が
か
か
る
。

協
議
会　

検
討
結
果
に
期
待

す
る
。「
持
出
し
簿
」
で
は
、

何
も
持
っ
て
い
か
な
い
の
に

書
か
さ
れ
る
。

総
務
課
長　

何
も
持
っ
て
い

か
な
い
の
か
、
無
許
可
で
持

ち
出
し
た
の
か
、
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

協
議
会　

持
ち
出
す
と
き
は

マ
ス
キ
ン
グ
を
す
る
が
、
調

査
先
で
預
っ
た
書
類
は
マ
ス

キ
ン
グ
し
な
い
。
矛
盾
し
て

い
な
い
か
。

総
務
課
長　

課
税
上
の
証
拠

書
類
な
の
で
、
マ
ス
キ
ン
グ

は
し
な
い
。
封
筒
に
入
れ
る

な
ど
、
散
逸
防
止
策
を
し
て

い
る
。

成
果
を
出
し
て
い
る
。

協
議
会　

相
談
官
を
全
署
に

配
置
す
る
等
、
ポ
ス
ト
を
増

や
す
努
力
を
し
て
い
な
い
。

長
官　

山
が
あ
る
の
は
承
知

し
て
い
る
。
全
体
的
に
は
厳

し
い
状
況
だ
。

協
議
会　

女
性
登
用
の
数
値

目
標
を
設
定
せ
よ
。

長
官　
　

月
中
に
は
周
知
で

12

き
る
よ
う
、
具
体
的
な
数
値

目
標
を
設
定
す
る
方
向
で
作

業
を
進
め
て
い
る
。
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第
2
回
長
官
団
交

　

本
日
、
第
１
７
９
回
臨

時
国
会
が
閉
会
し
、「
給
与

特
例
臨
時
法
案
」は
、
第
１

８
０
回
通
常
国
会
へ
継
続

審
議
と
な
っ
た
。
マ
イ
ナ

ス
人
勧
も
、
政
府
法
案
も
、

自
公
法
案
も
成
立
し
な

か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

２
０
１
１
年
４
月
ま
で
の

「
不
利
益
遡
及
」
は
な
く
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
給
与
と

一
時
金
を
守
り
き
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
　
　
　

◇

　

少
な
く
な
い
マ
ス
コ
ミ

は
、「
ね
じ
れ
国
会
」
や
政

局
が
ら
み
で
、
政
府
の
賃

下
げ
法
案
も
自
公
法
案
も

成
立
で
き
な
か
っ
た
と
の

報
道
を
繰
り
返
し
て
い
る

が
、
背
景
に
は
、
次
の
３

つ
の
本
質
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

　

第
一
に
、
政
府
の
賃
下

げ
法
案
は
も
ち
ろ
ん
、
自

公
法
案
い
ず
れ
も
、「
憲
法

違
反
」
の
賃
下
げ
法
案
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
変
わ

り
が
な
い
点
に
あ
る
。

　

公
務
員
は
労
働
基
本
権

が
不
当
に
制
限
さ
れ
て
い

る
中
で
、
さ
ら
に「
代
償
措

置
」
で
あ
る
人
事
院
勧
告

を
無
視
し
て
、
賃
下
げ
を

一
方
的
に
押
し
付
け
る
こ

と
は
、「
二
重
の
憲
法
違

反
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

憲
法
違
反
の
法
案
に
、
少

な
く
な
い
国
会
議
員
が
反

対
の
立
場
を
表
明
し
た
。

　

第
二
に
、
地
域
経
済
へ

の
深
刻
な
打
撃
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。

　

公
務
員
賃
金
の
影
響

は
、
６
２
５
万
人
の
労
働

者
に
影
響
し
、
個
人
所
得

と
個
人
消
費
が
冷
え
込
む

こ
と
に
よ
る
地
域
経
済
へ

の
深
刻
な
打
撃
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
連
合
・
国
税
労

組
の
「
ス
ピ
ー
ド
妥
結
」

が
、
内
容
的
に
も
手
続
的

に
も
、
何
ら
道
理
の
な
い

点
に
あ
る
。

　

元
よ
り
労
働
基
本
権
の

回
復
は
、
我
々
の
長
年
の

課
題
で
も
あ
り
、
国
際
的

な
焦
点
で
も
あ
る
が
、
こ

れ
を
、
労
働
基
本
権
無
視

の
賃
下
げ
法
案
の
「
交
換

条
件
」に
し
た
こ
と
で「
政

争
の
具
」に
使
わ
れ
、
権
利

回
復
の
実
現
を
遠
の
か
せ

る
「
苦
渋
の
決
断
」
は
誰

の
目
か
ら
見
て
も
誤
り
で

あ
る
。

　
　
　
　

◇

　

全
国
税
は
国
公
労
連
へ

結
集
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
賃

下
げ
も
許
さ
な
い
」
立
場

を
貫
き
、
職
場
の
仲
間
の

要
求
を
背
景
に
、
地
元
事

務
所
を
含
め
た
国
会
議
員

要
請
や
地
域
宣
伝
を
重

ね
、「
賃
下
げ
反
対
」
の
国

民
的
世
論
を
広
げ
て
き

た
、
本
物
の
労
働
組
合
で

あ
る
。

　

改
め
て
、
多
く
の
国
税

職
員
が
、
今
、
職
場
と
労

働
条
件
を
良
く
す
る
た

め
、
全
国
税
へ
加
入
す
る

こ
と
を
心
か
ら
呼
び
か
け

た
い
。

２
０
１
１
年　

月
９
日

12

全
国
税
労
働
組
合

書
記
長　
　

田
山　

文
武

あらゆる賃下げ攻撃も

はね返した第179回臨時国会
本物の労働組合への加入を呼びかける（書記長談話）

「12月中には女性登用の数値目
標を出す」と藤田博一人事課長

「連日長時間超勤の防止」を明言
する川北力長官

国税庁の一方的、上意下達の施策を厳しく批判する増
山満樹協議会代表委員

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃



(　2　)

 
調
査
日
数
確
保 
で
現
場
混
乱

　
　
　

長
官
「
連
日
、長
時
間
超
勤
の
防
止
」を
明
言

第 1961号2011年 12月 20日

黒
１
と
打
ち
、
白
２
に
黒
３

が
好
手
段
。
白
４
に
は
黒

５
、
７
で
黒
生
き
で
す
。
黒

１
で
４
は
白
１
で
黒
死
。
黒

３
で
５
は
白
７
で
黒
死
。
白

４
で
６
な
ら
黒
７
で
同
じ
く

黒
生
き
で
す
。

〈
解
答
〉

協
議
会　

中
央
官
僚
の
沖
縄

差
別
発
言
に
怒
り
を
感
じ

る
。
国
税
庁
の
沖
縄
差
別
も

依
然
と
し
て
解
消
し
て
い
な

い
。
全
税
支
部
組
合
員
に
は

８
年
間
も
ポ
ス
ト
発
令
が
な

い
。　

期
～　

期
の
組
合
員

38

40

４
名
は
５
級
高
位
号
俸
に
据

え
置
か
れ
て
い
る
。

長
官　

地
域
・
職
員
団
体
に

よ
っ
て
差
別
は
行
っ
て
い
な

い
。

協
議
会　

８
年
間
も
発
令
が

な
い
の
は
異
常
だ
。
沖
縄
に

対
し
特
別
な
意
識
が
あ
る
と

し
か
思
え
な
い
。

長
官　

個
別
の
人
事
に
は
答

え
ら
れ
な
い
。
沖
縄
事
務
所

で
法
令
に
基
づ
き
、
適
正
な

人
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

協
議
会　

１
９
６
２
年
に
、

当
時
の
原
長
官
が
全
国
税
差

別
の
号
令
を
し
て
、　

年
を

50

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
沖

縄
返
還
か
ら　

年
の
節
目

40

だ
。
そ
の
時
期
に
長
官
を
し

て
い
る
の
も
巡
り
あ
わ
せ
。

在
職
中
に
差
別
を
解
消
せ

よ
。

長
官　

職
員
団
体
で
の
差
別

は
行
っ
て
い
な
い
。

組
合
・
沖
縄
差
別
や
め
よ 

　
　

長
官
在
職
中
に
決
断
を 

協
議
会　

①
相
談
開
始
時
間

を
９
時
又
は
９
時　

分
と
す

15

る
こ
と
、
②
昼
休
み
を
確
保

す
る
こ
と
、
③
休
日
出
勤
は

行
わ
な
い
こ
と
、
の
三
点
を

確
認
す
る
。

長
官　

基
本
的
に
は
従
来
の

考
え
方
か
ら
変
っ
て
い
な

い
。
た
だ
、
仙
台
局
で
は
石

巻
署
と
仙
台
三
署
で
閉
庁
日

対
応
を
行
う
。
大
阪
・
金
沢
・

関
信
で
４
日
間
の
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
。

協
議
会　

今
年
限
り
か
。

総
務
課
長　

来
年
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
が
、
あ
く

ま
で
震
災
対
応
と
し
て
だ
。

協
議
会　

健
康
第
一
、
一
人

の
死
亡
者
・
病
人
も
出
さ
な

い
確
申
期
と
せ
よ
。

長
官　

多
忙
な
時
期
で
あ

り
、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。
挙
署
一
体
と

円
滑
・
効
率
的
な
事
務
処
理

体
制
で
、
連
日
長
時
間
超
勤

の
防
止
に
努
め
る
。

協
議
会　
「
連
日
長
時
間
超

勤
の
防
止
」
の
意
味
は
？

総
務
課
長　

連
日
超
勤
は
、

定
時
退
庁
日
を
守
る
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
ま
と
め
て
長

時
間
の
超
勤
は
や
ら
な
い
。

協
議
会　

今
年
度
調
査
日
数

確
保
か
ら
、
今
ま
で
１
月
か

ら
確
申
相
談
の
対
応
し
て
き

た
が
、
２
月
か
ら
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
超
勤
削
減
に

逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

長
官　

確
定
申
告
前
の
相
談

で
は
、
後
ろ
倒
し
を
す
る

が
、
そ
れ
が
超
勤
に
繋
が
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
申
告

水
準
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

電
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
後
倒
し
し
た
。
申
告
前

の
人
員
を
減
ら
す
。

協
議
会　

大
阪
で
は
、
１
年

前
か
ら
予
約
し
て
き
た
年
金

事
前
指
導
会
場
を
、
一
度

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
せ
て
い
る
。

総
務
課
長　

会
場
を
解
約
す

る
こ
と
は
起
こ
り
得
る
。

協
議
会　

署
の
実
情
を
無
視

し
て
調
査
日
数
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
。
国
民
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
ら
１
月
か
ら
来
署
す

る
。
後
倒
し
す
る
な
ら
広
報

し
て
か
ら
現
場
に
下
ろ
せ
。

長
官　

申
告
期
前
の
人
員
を

減
ら
す
こ
と
を
進
め
て
い

る
。
各
署
で
判
断
し
て
積
み

上
げ
て
ほ
し
い
。

協
議
会　

昨
年
も
救
急
車
が

出
動
し
た
署
が
あ
る
。
立

ち
っ
放
し
相
談
は
や
め
よ
。

長
官　

作
成
コ
ー
ナ
ー
パ
ソ

コ
ン
中
心
の
体
制
を
引
き
続

き
行
う
。
交
替
制
・
休
憩
用

協
議
会　

来
事
務
年
度
の
定

員
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

長
官　

限
ら
れ
た
定
員
事
情

が
あ
り
、
一
番
効
率
的
に
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成　

年
度
の
定
員
が
出
て
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定員を減らすな

の
椅
子
の
配
備
等
で
立
ち
っ

放
し
に
し
な
い
よ
う
、
昨
年

同
様
行
っ
て
い
き
た
い
。

協
議
会　

来
署
型
ｅ
–
Ｔ
ａ

ｘ
の
３
週
間
還
付
は
や
め

よ
。

長
官　

ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
普
及
で

の
意
義
は
あ
る
。
政
府
の
新

た
な
「
業
務
シ
ス
テ
ム
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
作
成
中
だ
。

平
成　

年
分
に
つ
い
て
は
従

23

来
通
り
。
そ
の
後
の
内
容

は
。
今
は
回
答
で
き
な
い
。

協
議
会　

還
付
金
事
務
は
管

理
運
営
部
門
の
中
で
も
、
伝

承
が
上
手
く
い
か
な
い
、
最

も
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
事

務
で
あ
り
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
か
ら
外
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

利
便
性
の
向
上

の
観
点
で
検
討
し
て
る
が
、

基
本
的
に
は
ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
の

推
進
を
進
め
て
い
る
。

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

佐
藤
中
執　

仙
台
局
の
一
人
と
し

て
感
謝
す
る
。
し
か
し
、
官
用
車

の
問
題
で
は
、
宿
に
戻
る
と
私
的

使
用
と
な
り
、
負
担
が
出
る
。
ま

た
、
支
援
職
員
が
、
庁
か
ら
派
遣

さ
れ
た
と
分
か
る
よ
う
に
、
被
災

署
と
は
別
の
名
札
に
す
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

検
討
し
た
い
。

協
議
会　

被
災
地
で
の
労
働
条
件

が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
応
援
職
員
の

派
遣
だ
け
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

長
官　

仙
台
局
の
み
で
の
対
応
は

困
難
で
あ
り
、
庁
全
体
と
し
て
職

員
を
派
遣
す
る
。
過
重
な
負
担
に

か
ら
、
現
在
の
移
行
状
況
を

見
て
考
え
る
。

協
議
会　

当
初
の
計
画
通
り

進
む
の
か
。
も
う
少
し
延
ば

す
、
定
員
が
必
要
だ
、
と
の

回
答
は
な
い
の
か
。

長
官　

今
年
は
定
着
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
大
き
な
変
更

は
考
え
て
い
な
い
。
定
員
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
な
い
。

協
議
会　

と
あ
る
署
の
幹
部

会
で
、
国
の
誤
発
送
の
事
例

数
が
紹
介
さ
れ
た
。
国
の
誤

発
送
は
５
０
０
件
。
内
、
国

税
が
３
０
０
件
。
そ
の
内
、

郵
便
官
署
の
原
因
が　

％
60

で
、
国
税
側
の
原
因
が　

％
40

と
い
う
。
つ
ま
り
、
国
全
体

の
誤
発
送
の　

％
が
、
国
税
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起
因
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
何
故
、
こ
う
い

う
こ
と
が
起
き
る
の
か
。

　

督
促
事
務
を
例
に
す
れ

ば
、
作
業
中
に
何
度
も
相
談

業
務
で
中
断
さ
れ
る
。
相
談

事
務
も
集
中
力
を
使
う
も
の

で
あ
り
、
こ
う
い
う
状
況
で

発
送
事
務
の
集
中
力
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
は
、
極
め
て
困

難
だ
。
相
談
業
務
を
切
り
離

す
こ
と
を
含
め
た
、
５
つ
の

被
災
署
応
援  

要
求
の
実
現
を
求
め
る
。

長
官　

管
理
事
務
を
確
実
・

適
切
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
集
中
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
だ
と
、

私
な
り
に
理
解
で
き
た
。
そ

の
中
で
内
部
事
務
一
元
化
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
５
項
目
の
要
求
に
つ

い
て
は
、
従
前
通
り
だ
。

協
議
会　

精
通
者
を
従
事
さ

せ
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う

に
、
明
言
せ
よ
。

総
務
課
長　

ス
テ
ッ
プ
４
は

共
同
事
務
処
理
体
制
で
あ

り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
上
手
く

い
く
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
中
で
、
精
通
者

が
い
る
こ
と
も
あ
る
。

協
議
会　

ス
テ
ッ
プ
３
で

は
、
わ
ざ
わ
ざ
外
し
た
職
場

も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。

次
長　

わ
ざ
わ
ざ
排
除
す
る

こ
と
は
な
い
。

長
官　

ス
テ
ッ
プ
が
進
ん
で

い
く
な
か
で
、
精
通
者
を
育

て
て
ほ
し
い
。

労働条件手つかずのまま

被災署の実情と職員の心情
を長官に訴える佐藤中執

ｅ–Ｔａｘの推進を進めると
回答する刀禰俊哉総務課長

誤発送問題を用意してきたパネルを使って具体的
に追及する関信・水落中執

「沖縄差別」を追及する沖縄全税支部後間書記長

「一人の死亡者・病人も出さない確申期とせよ」と迫る




